
第 学年 算数科学習指導案6
福岡市立 小学校

指導者 ：T1

：T2

１ 単元名 「拡大図と縮図」

２ 単元目標

〇 拡大図，縮図の意味や性質について理解し，拡大図や縮図をかくことができる。

関心・意欲・態度 ・図形の構成要素に着目したり合同の概念をもとにしたりして，拡大図，

縮図の性質を調べようとする。

数学的な考え方 ・合同の概念をもとに，拡大図，縮図の性質は辺の長さ，角の大きさを調

べればよいことをとらえる。

表現・処理 ・拡大図，縮図の性質をもとに，対応する辺の長さや角の大きさを求めた

り，拡大図，縮図をかいたりすることができる。

知識・理解 ・拡大図，縮図では，対応する辺の長さの比や角の大きさが等しいことを

理解する。

３ 系統表

４年 ５年 ６年

三角形 合同な図形 拡大図と縮図

・二等辺三角形，正三角形の概念， ・合同の定義「合同」 ・拡大図や縮図の定義，かき方

性質，かき方（３つの辺） ・合同な図形の性質（対応する辺や角） ・拡大図，縮図の性質

・形としての角の概念，大小関係 ・合同な三角形のかき方 ・縮尺の定義と表し方

・合同な三角形のしきつめ ・合同な平行四辺形のかき方

中学角の大きさ 垂直・平行と四角形

合同・回転の角の大きさと単位 ・直線の垂直・平行，同位角の性質

・角度のはかり方，かき方（分度器） ・台形，平行四辺形，ひし形の性質 ・合同の証明

・三角形のかき方（１つの辺とその両 ・対角線の意味

相似端の角 （２つの辺とその間の角））

・対頂角の性質 ・相似の証明

・三角定規の角の大きさ

４ 指導観

○ 本単元は，平成２１年度より中学３年から移行した単元である。

「 」 ， ， 「 」 ，第５学年の 合同 の学習では 形も大きさも同じ図形を扱うが 本単元 拡大図と縮図 は

大きさを問題にしないで，形が同じであるかどうかの観点から図形をとらえる。そして相似の概

念の基礎となる経験を豊かにし，それらを目的に応じて適切にかいたり読んだりできるようにす

ることが主なねらいである。

つまり，①拡大図や縮図の意味や性質を理解すること，②拡大図や縮図をかくことができるよ

うにすること，③拡大図や縮図を用いて，問題を解決することができることなどである。

本単元の学習は，拡大図・縮図の関係にある図形について，対応している角の大きさはすべて

等しく，対応している辺の長さの比は一定であるという性質を理解することを通して，拡大図や

縮図をかくに当たっては，この性質を利用し，方眼の縦，横の両方の向きに同じ割合で縮小，拡

大したものを用いる場合や，一つの頂点に集まる辺や対角線の長さの比を一定にしてかく場合が

あることをとらえる。また単元の終末には，拡大図と縮図の学習をもとに，影の長さを測って，

実際の建物の高さを求めたり，地上の長さから実際の長さを計算で求めたりする活動を通して，

拡大図や縮図の考え方が日常生活の中に活用されていることを理解し，学習した知識を生活に生

かそうとする上で意義深い内容である。



○ 本学級の児童は，第５学年までの図形の学習で，図形を構成している要素をもとに，いろいろ

な基本図形の概念(定義や性質）を明らかにする学習をしてきた。この学習の中では，それぞれ

の基本図形の概念には，その置いてある位置や向き，また大きさは関係しないことを学び，図形

の分類や弁別の経験をしてきている。そして，第５学年の「合同な図形」の単元では 「ぴった，

り重ね合わせることのできる図形は，合同であるという」と定義し，合同な図形は，形も大きさ

も同じであることを学習している。そして，合同な図形の性質として，対応する辺の長さや角の

大きさは等しいことを確かめている。

また，自分の考えをつくったり伝えたりする点では，図的表現や既習の式，文章などを用い

て思考の過程を順序立てて表現できるようになっており，友達に自分の考えを説明したりするこ

とに意欲的に取り組む姿が見られる。しかし，相手意識が十分でなく，自分の考えを分かりやす

く伝えたり，友達の考えを理解しようとすることに課題があるため，グループで考えを説明する

場を設定し，話す速さや資料の提示などに気をつけて話したり，友達との考えの似ている点や異

なる点などを意識しながら話を聞いたりする態度を育成する必要がある。学力については二極化

しており，学力が厳しい児童は，学習意欲が低く，発表や作図などの表現力も厳しい。

本単元に関わる既習事項（第５学年「合同な図形 ）の定着状況を把握するため，次のような」

前提テストを行った。調査の結果は以下のとおりである。

出題のねらい 問題 正答数： 人中16
１ 合同の意味を理解し， ・合同な図形はどれとどれでしょう ９４％。

合同な図形を弁別できる

２ 合同な図形の対応する頂点や辺，角 ・対応する頂点 辺 角を答えましょう ８１％、 、 。

を指摘できる （６２％）

※頂点Ｅ，辺ＥＦ，角Ｄなどの

正しい用語表記ができる児童

３ 合同の定義を理解し，合同な図形に ・２つの図形は合同だといえるか。 ２５％

なるために必要な条件が分かる

４ 合同な三角形をかくための必要な条 ・辺ＢＣの長さと角Ｂの大きさがわ 無回答２名

件が分かる かっているとき，あと１つどの辺

の長さや角の大きさがわかればか

けますか （ ）に記号を書きま。

しょう。

①２つの辺とその間の角 ①あと１つが辺のとき ５０％

②１つの辺とその両端の角 ②あと１つが角のとき ６２％

５ 合同な三角形をかくことができる ・次の三角形をかきましょう。 無回答２名

①１つの辺の長さと２つの角度 ①１つの辺の長さが４ で，その ７５％cm

（分度器と定規） 両はしの角の大きさが °と °40 80

※正しい用語表記ができる児童 の三角形 （２５％）

②３つの辺の長さ ②辺の長さが２ ，４ ，５ ６２％cm cm cm

（定規とコンパス） の三角形

※正しい用語表記ができる児童 （１９％）



【前提テストの結果の考察】

図形を見て合同か否かを弁別することや対応する頂点や辺，角を適切に答えることはよくでき

ている。しかし，問３のように，合同な図形になるための条件（対応する角がみな等しい，対応

する辺の長さがみな等しい）を聞かれると，適切に答えることができない児童が多い。

問４や問５では，合同な三角形をかくための条件について，２つの辺とその間の角になるよう

に辺を選ぶことができない児童が６名，１つの辺とその両端の角になるように角を選ぶことがで

きない児童が４名いたことから，三角形をかく３つの条件について理解が不十分なためだと考え

られる。また，問５では，１つの辺の長さと２つの角度が分かっている場合は，定規と分度器を

用いてかくことはできるが，３つの辺の長さが分かっている場合に，コンパスを使うことが理解

しておらず，定規だけで作図しようとしている児童が２名いた。条件によって，適切な道具を用

いて作図する態度が十分に育っていない。

さらに，問２から問５まで無回答の児童が２名いた。この２名については，合同な図形の学習

が未定着であるため，前提補充と本単元を通して個別に指導する必要があると考える。そこで，

本単元を通してＴＴ指導を行い，作図などのつまずいている部分で支援をしながら、すべての児

童が自ら拡大図や縮図の性質を使って作図したり、自分の考えを説明したりできるようにしてい

きたい。

テストを実施して気になる点として，正しく辺ＡＢと表記せず 「Ａ・Ｂ 「Ａ 「ＡとＢ」と， 」 」

かいていた児童が５名いた。問２でも対応する頂点をただ「Ｅ」としか表記していない児童が３

名いたため，正しく表記することを事前におさえておきたい。また作図の際には，分かっている

辺の長さや角の大きさについては，表記することも本単元学習の中でおさえていきたい。

○ 本単元の指導にあたっては，児童が図形を拡大したり縮小したりすることの楽しさを実感しな

がら，拡大図や縮図の意味や性質を確実に理解し，活用できるようにしていきたい。

， ， ， ，そこで まず 単元導入時に児童が拡大や縮小に対する興味 関心をもつことができるように

日常の場面の写真を１枚提示し，その写真をいろいろな大きさにしたもの（拡大と縮小，縦横同

比率と縦横独立比）を提示して，形が同じとみることができるのはどれかを考えさせる活動を行

う。そうすることで，本単元の課題に対するイメージを視覚的に印象づけ 「同じ形」に見える，

ように大きくするには，縦にも横にも同じ比率で拡大・縮小することが必要であることに，児童

が自ら気づいていけるような展開にしたい。

第１時から第６時の「拡大図と縮図」の学習では，初めに方眼を用いて拡大図をかかせ，拡大

図・縮図の性質「拡大図・縮図はもとの図に対して，対応する辺の長さの比がすべて等しく，対

応する角の大きさもそれぞれ等しくなっていること」について理解させる。その際，かいた図が

もとの○倍になっているかを確かめることを身に付けさせたい。また，用語「拡大図 「縮図」」

を知らせる。つぎに，方眼を使わずに拡大図・縮図の作図に取り組ませ，拡大図・縮図の性質と

「合同な図形」で学習した三角形の３つの決定条件を利用することによってかくことができるこ

とを理解させる。

第７，８時の「縮図の利用」の学習では，縮尺について理解し，縮図から実際の長さを求める

。 ， ，方法を知る ここでは 日常生活のいろいろな場面で縮図の考え方が活用されていることを知り

自ら進んで縮図の考え方を生活に生かそうとする態度を育てていくことがねらいである。そのた

， 、 、 「 」 「 」 「 」め 縮図の意味に基づいて 縮尺の定義とその表し方を理解させ 既習の 倍 や 割合 や 比

の学習と関連付けて指導していく。

単元の終末には、身の回りから、拡大図や縮図を見つける活動を設定し、日常生活の中でいろ

いろと活用されていることに着目させ、進んで活用しようとする態度を育てたい。そこで、３つ

のコースを設定し課題別学習を行う。コースの内容は次のとおりである。Ａ「身の回りにあるも

のから拡大図や縮図を見つけるコース 、Ｂ「影の長さを測って実際の大きさを求めるコース 、」 」

Ｃ「地図上の長さから実際の長さをもとめるコース 。」

最後に、単元を通して、図形の要素を表す用語や記号や、対応する辺を頂点の対応順に表す

ルールについては、具体的図形と対応させながら、慣れさせるように意識的に指導したい。



５ 学習計画（９時間）

目 標 学習活動 おもな評価基準配時

① 拡大図と縮図

１ ○拡大図，縮図の ・方眼を用いて，形を変えずに縦 （関）

・ 意味や性質を理 と横の長さを２倍にした図をか 辺の長さの比や角の大きさに着目し

２ 解する。 く活動に取り組む。 て，形が同じで大きさが違う図形を

・もとの図と形が同じ図について 弁別をしようとしている。，

対応する辺の長さの比や角の大 （考）

きさを調べる。 マスの数をもとにして，形が同じで

・用語「拡大図 「縮図」の意味 大きさが違う図形をかく方法を考え」

を知る。 ている。

（知）

， 。拡大図 縮図の意味を理解している

３ ○拡大図や縮図で ・拡大図，縮図の弁別をする。 （考），

対応する辺の長 ・方眼を使って，拡大図，縮図を 拡大図や縮図の性質を調べるには，

さや角の大きさ かく。 対応する辺の長さや角の大きさに着

についての性質 ・拡大図，縮図の性質を確かめ， 目すればよいことをとらえている。

を確かめる。 対応する辺の長さや，角度を求 （表）

める。 拡大図や縮図の弁別ができ，対応す

る辺の長さを割合（比）で表すこと

ができる。

（表）

拡大図・縮図の性質を使って，対応

する辺の長さや角の大きさを求める

ことができる。

４ ○辺の長さや角の ・１辺をもとにした拡大図のかき （考）

大きさを用いた 方を考える。 拡大図をかくには，対応する辺の長（

本 拡大図のかき方 さをもとの図の何倍かに拡大した

時 を理解する。 り，対応する角の大きさはもとの大

きさをそのまま使ったりすればよい）

ことをとらえている。

５ ○辺の長さや角の ・１辺をもとにした縮図のかき方 （考）

大きさを用いた を考える。 縮図をかくには，対応する辺の長さ

縮図のかき方を をもとの図の何分の一かに縮小した

理解する。 り，対応する角の大きさはもとの大

きさをそのまま使ったりすればよい

ことをとらえている。

６ ○１つの点を中心 ・１つの点を中心とした拡大図， （表）

とした拡大図， 縮図のかき方を考える。 １つの点を中心として，拡大図，縮

縮図のかき方を ・四角形に適用して拡大図や縮図 図をかくことができる。

理解する。 をかく。

② 縮図の利用

７ ○縮尺の意味とそ ・縮図の縮めた割合を求める。 （表）縮尺を求めることができる。

の表し方を理解 ・用語「縮尺」の意味を知る。 （知）

する。 ・縮尺の表し方をまとめる。 縮尺の意味とその表し方を理解して

いる。

８ ○縮図を利用して ・直接には長さをはかれない校舎 （関），

測量をすること の高さを求める方法を考える。 直接はかれない長さを求めるには，

ができる。 ・縮図をかいて実際の校舎の高さ 縮図を用いればよいことに気付き，

を求める。 縮図のよさをとらえている。

まとめ

９ ○学んだことを生 (課題別学習） （関）

活の中に生かす ・３つのコースに分かれて課題を 拡大図、縮図の性質を用いて、身の

ことができる。 解決する。 回りの生活に生かそうとしている。



６ 本時（４／９） 平成２２年１０月 日（ ）第 校時 ６年 組教室（児童 名）

７ 本時の目標

○ 辺の長さや角の大きさを用いた拡大図のかき方を理解する。

○ 拡大図の性質を使った三角形の拡大図のかき方を説明することができる。

８ 本時指導の考え方

本時のねらいは，拡大図の性質（対応する辺の長さの比はすべて等しい，対応する角の大きさは

） ， 。すべて等しい を用いて 三角形の拡大図のかき方を理解することができるようにすることである

子どもたちは前時までに 「対応する辺の長さは，もとの長さの倍になり，対応する角の大きさ，

は，もとの大きさと同じである」といった拡大図の性質について学習している。また，前時では，

方眼を使って平行四辺形を３倍にした拡大図の作図を行っている。そのため，辺の長さを何倍かす

ることは理解しつつある。しかし本時は，方眼がないため辺の長さだけでなく，角の大きさにも目

をつけて作図していく必要がある。

そこでまず，つかむ段階では，本時の学習問題「三角形ＡＢＣを２倍に拡大した三角形ＤＥＦの

かき方を考え，拡大図のかき方説明書をつくる」から，２倍の拡大図をかくこと，三角形をかくこ

と，方眼がないこと，かき方説明書をつくることをつかむことができるようにする。

次に見通す段階では，前時との類似点や相違点，解決の方法を視点に上げ，第５学年「合同な図

形」の学習における三角形の決定条件①１辺の長さとその両端の角，②２辺の長さとその間の

角，③３辺の長さを使ってかくことに気付くことができるようにする。見通しがもてない児童に

は，辺ＢＣに対応する辺がどこで何㎝になるのかを考えさせ，イメージをもつことができるように

する。

， ， ，つくる段階では 後の交流がしやすいように かき始める辺を辺ＢＣに対応する辺ＥＦと指定し

辺ＥＦが何㎝になるかを確認する。そして「どの部分を，どのくらいの大きさで，どのようにする

」 。 ， 「 」「 」のか 作図のイメージをもたせ自力解決をうながす また説明書は 読み手が 正しく はやく

かけるように，余計な説明を省き「簡単に 「分かりやすく」書くことが必要になることを伝え，」

わかりやすく説明することも意識することができるようにする。

交流する段階では，同質グループでの交流を行い，お互いに考えたかき方を話し合い１つの説明

書としてつくりあげるようにする。その際，自分が考えたかき方の手順が正しいかを確認したり，

不要な説明がないか考えたり，みんなで考えた説明通りに図をかくことができるかを確認したりで

きるように助言する。その後，各グループでまとめたかき方を辺の長さや角の大きさなど具体的な

説明を加えて報告する場を設定し，作図の手順は異なるが，それぞれの作図方法の共通点を考えさ

せるような発問を行う。その際，児童の報告にあわせて，使った辺の長さを赤で，角の大きさを青

で印をつけ，辺の長さと角の大きさに気付きやすいようにしておく。

最後にまとめの段階では，めあてにもどり，拡大図をかくには，辺の長さはもとの長さの何倍に

することや，角の大きさはもとの大きさと同じであることに気付かせ，既習の拡大図の性質と結び

付ける。そして拡大図をかくには，拡大図の性質を使ってかくことが大切であることをまとめてい

く 「今日の学習で」を書くときは，分かったこと，比べて思ったこと，友達のよさ，次にやって。

みたいことなど視点を示して，本時学習を振り返ることができるようにする。

ＴＴ指導については，本時の学習内容が作図を伴う学習であることやグループ交流を取り入れる

ことや表現力で支援が必要な児童が複数いることから，複数の教員で指導にあたることが必要と考

え，ＴＴ指導を行うこととする。指導における と の役割は， が全体指導と板書を主に行T1 T2 T1
い， が個別指導と発表者の指名などを中心に行う。しかし個別指導にあたっては，具体的な説T2

明が必要な児童や自信を持たせるような声かけが必要な児童がいるため，二人で個に応じた支援を

行っていくようにする。

９ 準備

教師…掲示用問題，黒板用定規，分度器，コンパス，ワークシート

児童…定規，分度器，コンパス



１０ 本時の展開

学 習 活 動 と 内 容 指導・支援（ ： ， ： ） 時段階 T1 T2

つ １．本時の問題とめあてをつかむ。 ：板書・全体指導 ：指名・個別指導 ８（ ， ）T1 T2

か （ ）前時学習内容を想起する。 掲示物を示し，拡大図の性質について想起1 T1:

む させる （対応する辺の長さや角の大きさ）。

， ，（ ）問題をつかむ。 題意がつかみにくい児童に 本時学習では2 T2:
・問題を書き，大事な言葉に印をつける ２倍の拡大図をかくことをおさえる。

学習問題

右の三角形ＡＢＣを２倍に拡大した

三角形ＤＥＦのかき方説明書を作りましょう。

（三角形ＡＢＣ）

辺ＡＢ ５５㎝ ，辺ＢＣ ６㎝ ，辺ＣＡ ３５㎝. .
角Ａ ８０°，角Ｂ３５°，角Ｃ６５°

（ ）既習との類似点，相違点，解決の方 見通しが持てない児童には，辺ＢＣに対応3 T2:

法など見通しを考え，出し合う。 する辺ＥＦの長さが何㎝になるかを考えさせ

類似…２倍に拡大する，三角形をかく 続きをかくには，どこが分かればよいかを助

相違…方眼ではない，拡大図をかく， 言する。

かき方説明書をつくる。 解決の方法については，５年生の合同な図T2:

解法…三角形のかき方を使う 形で合同な三角形の作図をしたことを想起さ

・１辺の長さとその両端の角 せる。その際，何が分かればかくことができ

・２辺の長さとその間の角 たか，本時学習とつながる点について全体の

・３辺の長さ 場でおさえる。

…対応する辺の長さを２倍にする。

・辺ＥＦ ㎝など12

（ ）本時のめあてを考える。 何に目をつければ，拡大図がかけそうかを4 T1:

考えさせ，めあてとつなげる。

めあて

対応する辺の長さや角の大きさに目をつけて，拡大図のかき方を考えよう。

T1: 10つ ２．見通した方法をもとに，自分の考えを 説明書のかき方の例示として，かき始めを

く つくる。 辺ＢＣに対応する辺ＥＦとすることを指示す

る （ ）説明書のかき方を知る。 る。その際，辺ＥＦの長さが何㎝になるのか1

・かき始める辺を辺ＢＣに対応する を考えさせ，全体でおさえる。

辺ＥＦとし，手順①を文章で書く。 かくことが苦手な児童には，個別に対応しT2:
手順①「 ㎝の長さ辺ＥＦをかく 」 話し言葉で説明させてから，文章に書くこと12 。

を助言したり，説明に必要なポイントとして

「 ， ， 」どの部分 どのくらいの大きさ どうする

などを与える。

， ，（ ）続きを見通しに沿ってかく。 机間巡視を行い 後のグループわけのため2 T1:
・１辺の長さとその両端の角 どの方法でかいているかチェックする。

・２辺の長さとその間の角 作図後に長さや角の大きさなどをかき込んT1:

・３辺の長さ でいるか確認し，かいていない児童には，記

入するように指示する。

かき方が思い出せない児童には，見通しにT2:

そって必要な部分の大きさを示し，作図させ

る。



17交 ３ 考えを交流し 自分の考えを確かにし． ， ，

流 拡大図のかき方についてまとめる。

。す （ ）グループでの交流のしかたを知る。 グループでの話し合い方について説明する1 T1:

る 司会・報告… 名， 記録…… 名 その際，グループ毎の司会・報告者と記録者1 1

方法 手順①から１つずつ確認し合う。 の指名をする。

視点 ・正しく作図できること

・簡単であること

・分かりやすいこと

（ ）同質グループで，互いの考えを説明 ・ ： 各グループにおける指導・支援）2 T1 T2 （

し合い かき方説明書をつくりあげる ○ グループの中に入り，視点に沿った話し合， 。

※ 自分のかき方と友達のかき方を比 いが行われているか確認する。その際，不十

べる。 分な点は助言して確認させる。

○ 話し合いがはやく終わったグループは，報

告のしかたを練習させる。

（話し合い例）

司：僕たちのグループは 「 」の方法でかいた，

拡大図のかき方について話し合います。よろしくお願いします。

では，①から順に確認します。まず，Ａさんは，①をどのようにかきましたか。

Ａ：私は 「 ㎝の辺ＥＦをかく 」とかきました。， 。12

司：わかりました。次にＢさんは，どのようにかきましたか。

Ｂ：僕も「 ㎝の辺ＥＦをかく 」にしました。12 。

：

司：みんなの考えをまとめると，①は「 ㎝の辺ＥＦをかく 」でいいですか。12 。

Ｔ：確認します。なぜ ㎝なのですか （子ども達の話し合いででないときは）12 。

司：三角形ＤＥＦは２倍の拡大図なので，辺の長さをもとの図の６㎝の２倍にしないと

いけないからです。

（ ）各グループのかき方を，全体の場で 報告者に，話し合いで決まったかき方手順2 T1:

報告し，確認し合う。 に沿って，かき方を具体的に説明するように

報告者…話し合ったかき方を報告する 指示する。聞き手には，その手順に従えば，

聞き手…手順に従えば拡大図がかける 拡大図がかけるのか確認するよう指示する。

， （ ）か確認しながら聞く。 報告者の手順にそって 図に辺の長さ 赤T1:

と角の大きさ（青）をかき込む。また，辺の

長さについては，もとの図の辺の長さを２倍

したことが分かるように図にかき込む。

各グループの発表ごとに，もとの図と対応T2:

させて，辺の長さを２倍したことや角の大き

さをそのまま使ったことをおさえる。

（ ）対応する辺の長さや角の大きさに目 めあてにもどり，それぞれの考えが手順は3 T1:

を向け，拡大図のかき方をまとめる。 異なるが拡大図の性質を使っていることに気

【拡大図の性質】 付かせる。

・対応する辺の長さがもとの２倍 気付きにくい児童に個別に対応し，前時にT2:

・対応する辺の長さの比が等しい 学習した拡大図の性質の掲示物やノートを示

・対応する角の大きさがもとと同じ して気付かせる。



T1: 10ま ４．本時学習をまとめる。 拡大図をかくには，どんな考えを使えば，

と ( ）本時の学習のまとめをする。 かくことができるかを発問し，まとめる。1

め まとめ

る 拡大図をかくには，拡大図の性質を使う。

・対応する辺の長さは，もとの辺の長さを何倍かに拡大する

・対応する角の大きさは，もとの角の大きさをそのまま使う

（ ）今日の学習をふり返る。 今日の学習を書く視点を提示する。2 T2:

「今日の学習で」を書く。 書き始めに戸惑っている児童には，例をあげ

・わかったこと て具体的に説明する。

・くらべて思ったこと 机間巡視を行い，本時のまとめが理解できT1:

・やってみたいこと ているか確認する。

・ともだちのよさ 次時の学習内容について伝える。T1:

１１ 板書計画

拡大図と縮図 ｐ めあて まとめ10/18 21

辺の長さや角の大きさに目をつけて， 拡大図をかくには，拡大図の性質を使う。

問題 拡大図のかき方を考えよう。 対応する辺の長さは，もとの長さを何倍かに拡大する

右の三角形ＡＢＣを 考え 対応する角の大きさは，もとの大きのまま使う

２倍に拡大し た ・対応する辺の長さがもとの長さの２倍 ☆今日の学習で 視点

三角形ＤＥＦのかき方 ・対応する辺の長さの比が１：２

説明書を作りましょ ・対応する角の大きさがもとの大きさと同じ

う。

見通し

同 拡大図 話し合いの進め方

違 方眼がない

２倍

３つの辺の長さ考 三角形のかき方 １つの辺の長さとその両端の角の大きさ ２つの辺の長さとその間の角の大きさ

辺の長さを２倍

説明書 説明書 説明書角度

分度器，コンパス


